生産システム工学（SS専門科目）
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科 目 名：生産システム工学（英文科目名：Product System Engineering）

　　　　　２単位　選択　電子システム工学専攻１年　後期

担当教官：大藪　優（居室：機械工学科棟３階）

　　　　　Tel:0285-20-2206　E-mail:ohyabu@oyama-ct.ac.jp

授業目的：

　１．生産システム工学の歴史と基礎

　２．生産ラインにおける機械構造物設計のための考え方とコンセプト

　３．フェ－ルセ－フデザインとライフセ－フデザインの基礎と考え方

　４．破壊力学の基礎・応用および各設計思想との関連性

　５．生産システム工学の応用および構築

達成目標：

　１．システム構築の際の計画・設計・開発・運用・評価などの系統だった考え方を理解できるようにする．

　２．機械構造物設計のためのフェ－ルセ－フデザインとライフセ－フデザイン設計思想の考え方を理解できるようにし応用例を学ぶ．

　３．破壊力学の基礎と応用からき裂に関する一連のことを学び、材料力学・材料強度学との関連性を理解できるようにする．

　４．き裂の計算方法を通して機械構造物の寿命を把握し、システム構築の設計の確立を学ぶようにする．

　５．生産システムの構築の基礎を学び理解できるようにする．

　技術者教育プログラムの学習・教育目標：(A), (B)

　JABEE基準1の(1)との関係：(d), (g)

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

教科書：須賀雅夫「システム工学」コロナ社（2003）

参考書：岡村弘之「線形破壊力学入門」培風館（1996）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

授業内容：

　１．生産システムの歴史、生産システムの基礎（１週）

　２．フェ－ルセ－フデザインとライフセ－フデザインの考え方と応用例（２週）

　３．破壊事故のケ－ススタディと命の値段（２週）

　４．破壊力学の基礎、疲労破壊、き裂の進展と計算事例、寿命の考え方と計算事例（２週）

　５．機械構造物設計のための材料力学・材料強度学との相違点及び関連性（２週）

　６．企業における生産システムのケ－ススタディとその分析（２週）

　７．生産システム構築の計画・設計・開発・運用・評価などの夫々の解析（２週）

　８．生産システム構築の実際と課題練習及び評価（２週）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

　評価は次２項目の加重平均で行う．期末試験（70％），演習問題・課題の内容評価（30％）．

連絡事項：

　１．授業方法は講義中心とし，時々演習問題・課題の内容提出を求める．

　２．期末試験は90分とし，ノ－ト・配布資料・電卓の持ち込みは可とする．
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